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第5回 NeXEHRS シンポジウム
自分で管理し活用する健康医療情報

健康医療情報システムの目指す姿

• ２０４０年をピークとする超高齢化社会（=医療費の増大）に向け、個人・
患者中心のヘルスケアを実現し「健康・安心・幸福」を持続可能な社会
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医療DX令和ビジョン2030

• 保険証の原則廃止
• オンライン資格確認

の原則義務化

• 電子処方箋の導入

• 電子カルテ「データ」の標準化 

• 全国医療情報プラットフォーム

の基盤構築

• 各自の医療情報閲覧や申請を、マイナポで実現

AまたはBかつCの時は、D点加点
⇩

If (A or B) and C Then Add D

「医療、福祉」分野のDX取り組みは他の産業と比較して大きく遅れ。医療機関が抱えている課
題の解決や目標の達成に向けて、デジタル技術を活用し、変革を目指す

3
医療DXの推進、マイナ保険証の利用及び電子処方箋の導入に関する状況について. https://www.mhlw.go.jp/content/10808000/001168765.pdf

電子カルテの標準化？？
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記録するデータの標準化が必要

• CD/DVDは、どのメーカーのプレーヤーでも再生・記録が可能

⇨ 記録方式やデータ形式が標準化されているため

• システムの相互接続に多大な工数
• ベンダーの異なるシステムを接続するたびに多大な打ち合わせ、相手の仕様

の理解、開発・テストが必要

• コード対照不一致による不正動作、会計請求ミス
• そもそもコードが意味するものが不明で処理できない

• データ提供の問題(診療情報提供、画像の提供)
• 受領した側が、個々に対応するソフトを用意する必要

• 異なる医療機関からのデータの統合管理できない

• 複数施設のデータを統合して利用することができない
• ビッグデータにならない

医療データが標準化されないと…
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これまで、標準化は特殊な領域であったが、デジタルヘルスの流れの中で、現在で
は当然のように必要なものとされている

HL-7: 医療情報のグローバル標準規格

CSVデータ オブジェクト指向 文書記録も対象 セマンティックWEB技術
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厚生労働省 ３文書６情報

FHIR JP-COREがベース
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JP-COREは情報システムベンダがFHIRを実装するための
標準リファレンス

HL7 FHIRはグローバル標準のため、各国の医療制度や慣習に適合させる必
要がある（特に病名や医薬品のコードなど）
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HL7 FHIR JP Core 実装ガイド



FHIR （標準規格）が普及するとどうなる？
• 情報システム開発の工数が減り、情報化が加速
• ビッグデータとして様々に利活用できる
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FHIR （標準規格）が普及するとどうなる？

有事
緊急対応

• 診療記録共有：病院・薬局・介護施設・自治体

• 診療への参加：マイナポ経由でのカルテアクセス

• カルテアクセス制御/研究参加への制御

• リビングウィル（事前の意思表示）の共有

• 詳細な医療の質/経済性の評価

高度化する全国医療情報プラットフォーム

PHR普及による健康管理の自分ごと化

臨床研究の促進

• 症例登録の促進
• FHIR to OMOP

健康経営
日常

健康管理
医療者

コミュニケーション

新しい
産業の発展

健康
ライフログ

がん登録
C-CAT

NDB バイオバンク

DPC-DB

難病DB
小慢DB

介護DB

公的レジストリの大規模化

MID-NET



第3期戦略的イノベーション創造プログラム
• 課題名：統合型ヘルスケアシステムの構築(2023.08〜)
• プログラムディレクター（PD）：永井 良三（自治医科大学学長）
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https://sip3.ncgm.go.jp/research/index.html

レセプト請求業務の効率化

情報伝達の効率化

情報検索・管理の効率化

書類作成の効率化

医療安全支援

情報共有の効率化

カルテ入力が請求の算定に直結

診療科・部門間での情報伝達

複数の場所・スタッフで同時利用

検索性、保管場所スリム化、バックアップ

書類に共通する情報を予め入力

薬品投与量・相互作用警告、検査異常値
化学療法レジメン、クリニカルパス統一化

• 診療の質の評価
• 経済性の評価
• 新しい医学知見

電子カルテ
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診療で発生するデータの有効な利活用



医療デジタルツイン
ヘルスケアデータのエコシステム確立と利活用

医療機関

匿名加工
事業者

デジタル
ツイン

企業・
研究者

国民

医療機関

次世代医療
基盤法
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SIP3: 統合型ヘルスケアシステムの構築15課題

14https://sip3.ncgm.go.jp/research/index.html



テーマD1 課題の背景と挑戦

• 医療データ統合利活用の課題
• 電子カルテシステム、各種部門システムのデータへのアクセス方法が様々である

• 取り出したデータのフォーマット（TXT, CSV, XML, JSON…）も様々である

• フォーマットが同一でも、データの項目名や意味的内容が統一されていない

• つまり、医療データを取りだして解析に供するまでの手間が膨大

• 異なる医療機関の医療データ統合と活用が困難である本質的な理由

• 本研究提案の主な開発
1. 医療データを病院内でHL7 FHIRに標準・統合化し蓄積・管理する仕組み

2. 認定匿名加工事業者を通し、デジタルツインに適切にデータ投入できる仕組み

3. 研究分担病院（１7施設）において実証

デジタルツインの燃料となる「データ」を作り出すパートを担う
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医療機関・ベンダー・システムの垣根を超えた医療データ基盤構
築による組織横断的な医療情報収集の実現
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次世代医療基盤法
医療分野の研究開発に資するための匿名加工医療情報及び仮名加工医療情報に関する法律(2018年5月施行、２０２３年5月改正）

17次世代医療基盤法とは. 

https://www8.cao.go.jp/iryou/gaiyou/pdf/seidonogaiyou.pdf

デジタルツイン活用・開発人材の育成
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医療リアルワールドデータ活用人材育成事業. https://www.med-rwd.jp/



結語：テーマD1が目指すところ

• FHIR標準化による医療データ統合と利活用の基盤整備
• 高いリアルタイム性で利活用できる新しい情報基盤
• データにもとづいた医療の把握と資源配分の効率化
• 臨床医学的な発見を通した産業界・アカデミア業界の発展

• FHIR仕様の策定だけではなく社会実装がゴール
• 協力ベンダーが製品化し販売することで全国に普及
• 仕様はオープンとし協力ベンダー以外にもご利用いただく
• 業界ベンダに標準化を自分ごと化していただく機運を醸成したい

• これからの医療に必要な制度の議論と人材の育成
• 次世代医療基盤法の普及に向けた提言
• 法制度に由来する貴重な医療データのサイロ化
• 医療情報を利活用するためのプロフェッショナル
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